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要 旨

イ ンター ネッ ト通販の現状、及び利用実態 について、衣服の素材 イメージ との関連 を

中心 として短期大学生 にア ンケー ト調査 を行 った。その結果、学生の インターネッ ト通

販に関する活用実態や、映像 イメー ジと実物商品の評価の相違点が明 らかにな り、その

素材感 を含む商品特性 を効果的に表現で きる情報 のあ り方について考察 した。

キー ワ ー ド イ ンター ネ ッ ト、通 販 、衣 服 、素材

1.は じ め に

ユ　

2006年 度の社団法人 日本通信販売協会の推計によると、 日本における通販市場 は3兆

6800億 円 に達 し、年毎 に10%強 の伸 びを示 している。 その最 も大 きな要 因はインター

ネッ ト通販の成長であ り、 インターネ ッ トの利用人口の増加 を背景に、今後 も伸展 と多

様化 を極 めることが確実視 されている。多様な商品やサー ビスが提供 され続 けている中、

衣料品の占める割合 は、 カタログ通販 も含めると2006年 に婦 人衣料 品で32.2%、 紳士衣

料品で15.8%、 下着で19%と なってお り、全体 で67%と 、通販の購入商品割合の約7割

を占めている。ネ ットの販売形態 は自宅 にいなが ら買物がで きる手軽 さや、忙 しい人が

時間を気 にしないで買物がで きる利点がある。 しか し消 費者 は実際に商品を触 れ られな

いことや、試着で きない不安材料がある。その消費者の不安 を解消 で きるように商品の

情報の充実をはかる必要がある。衣料品の場合 は特 に、実物に触れ られないことや試着

で きないことの他 、イ ンター ネッ ト映像 やカ タログで はモデルの着用 によって商 品イ

*)池 坊短期大学
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メー ジの評価 に差が生 じやすいと考 えられ る。そ こで消費者に とって衣料 品選択の要因

である商品イメージに着 目し、その効果的な情報の提供 を検討す る。衣料品 イメー ジは

デザイ ン、色、柄、素材か ら構成 され、特に映像 でわか りにくい素材 を取 り上げたいと

考 える。本報告では短期大学生のインターネ ッ ト通販の活用実態 を明らかにし、素材 に

おける映像 イメージと実物商品の評価 の調査 を実施 して、商品特性 との関連性 を探 ると

ともに効果的な情報のあ り方 について考察す る。

2,衣 料 品 に お け る イ ン ター ネ ッ ト通販 の 現 状

2-1最 近のデータ

インター ネッ ト通信販売の現状について、図1～ 図3の ような傾 向にある。
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4)
2-2業 界の取 り組み

イ ンターネッ トを活用 したビジネスが拡大する中で、東京 コレクシ ョンブラ ンドの若

手デザイナーが ネッ ト販売の参入 を積極的に進 めているなど、 ファッション衣料に も多

様なネッ ト販売が広がっている。特 に 「ゾゾタウン」や 「ニュア ン」 などの通販サイ ト

を利用 して商品をアピールするのはメデ ィア戦略 として、新世代 をターゲ ッ トに新販路

の開拓が 目的 となっている。 また、 ネ ット利用 をすることで、商品へ のこだわ りやブラ

ン ドイメー ジを表現で きるツール としての他にも、購買 に導入 し停滞気味のモー ド感を

活性化 させ ることを期待 している。 これ らのブラン ドではイメージコン トロールを重要

視 してお り、一つの型 に10カ ッ トの画像 を、素材 の組織 にアップ写真で掲載 し、品質に

もこだわっている。

サイ ト側の 「ゾゾタウン」では、前年比で倍以上の売上 を目指 したセ レク トショップ

などのス タイル提案型の出店 に加 えて、 これ らのブラン ドの参入 による幅広い層の購買

を見込んでいる。加 えて、専属モデルに商品を着装 させ てイメー ジアップを図っている。

また 「ゼイヴェル」や 「ヤフー」の合弁会社である 「ガールズウォー カー」ではブラン

ドやショップの情報発信 の場 として、動画 コンテ ンツやシ ョーの映像 を提供 し販売 につ

なげている。その他、新興 インターネ ッ ト通販 も成長が 目立 ってお り、 リアル店舗や卸

にも逆進 出を試みてお り、衣料 品通販の大 きな問題点である実物確認を可能にするため

のシ ョールーム的な店舗 の開業を検討 し始めている。 さ らに、アイテムをフォーマルに

限定 して、限 られた市場 に新 たなルー トを見出す試み も始めている。これ らは伸 び率が

大 きくはない ものの、店舗での売上が伸 び悩んでいる現状の中では、将来を見据 えた販

路 として期待が高まっているようであ る。

ネッ ト販売形態の問題点である 「消費者の商品に対する不安」 をで きるだけ払拭する

ように、品質 にこだわった商品の見せ方の取 り組み も進んでお り、様 々なサ イズの商品

をスタ ッフが実際 に着用 して特徴や組 み合わせ方法 などを考え、写真 を何枚 も撮影 し品

質を確認 してか らネッ ト店頭 に並べる方法がとられているサイ トも出現 している。

以上の ように、全体では多様な拡が りを見せているが、反面 ネッ ト販売 によるブラ ン

ドイメージの低下 を危惧 して規制 をかける動 きも出ている。売上拡大 よ りもブラ ンドイ

メージの陳腐化 を防 ぐ目的で、メンズデザイナーやブラ ンドでは、 しっか りとした商品

説明がで きない中での通販 は最終的にブランドカ を下げるとの懸念 による見方である。

このような慎重 な姿勢が今後のインターネ ット通販に どの ような影響 を与えるか も興味

深 いところである。

現状 において、業界側か らは消費者の返品問題が多 く寄せ られている。通販では返品

は避け られず、た とえば 「サイズやデザイン違い を多めに注文 しておいて、その中か ら

気 に入 った ものだけを購入 し、他 のものは返品 して くるケース」 も目立っているようで
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ある。 しか し、そのような消費者 にも出来る限 り対応 し、流行性のあるファッシ ョン分

野で顧客満足度 を追求 して、 リピー ター を固定化 させ ることが今後の大 きな基盤 となる。

3.調 査 方法

調査 は本学短期大学生 を対象 に した、 アンケー ト用紙 による集合調査で ある。 アン

ケー ト用紙 は、 インターネ ッ トの活用実態 を調査す るための 「ネッ ト利用実態調査表

(添付 資料1)」 と、素材における映像 イメー ジを調査す るための 「購入前のイメージ調

査表(添 付 資料2)」 と実物商品の評価 を調査す るための 「購入後の実物調査表(添 付

資料3)」 か ら構成 される。

3-1衣 服の選定

衣服の評価 はデザイ ンや流行な どの審美性 と、着易 さや着心地のよさの機能性 など各

要素 を総合的に判断す るが、実際 は主観 によりどこかに重点 を置 くことになる。 また、

購入前 と購入後 に評価の差が少なか らず生 じることも現実である。特に通販の場合 はカ

タログ写真やイ ンターネッ トの画面で平面的で しか素材感 を確認で きず、触 った り試着

をした りしての素材 の実物確認が困難である。 カタログ写真 と実物 とに生 じる評価 のず
2)3)

れは既に吉野 らによって報告がある。ここではイ ンターネッ トの画面上の映像 と実物の

評価のずれについて検討する。

そこで、標準 的なイ ンターネ ッ トサイ トで販売 されてい る婦人用衣服の中か ら、主 と

して女子学生 を対象 とした秋冬向けの衣服を12種 選定 し、評定 に用いた。 なお、選定 し

た衣服 を衣服1～12と 命名 し、表1に 衣服の服種、組成、価格 などを示す。

表1選 定した衣服の明細

衣服の種類 カタログに記載 されている組成、情報
単価

(円)

1 ジ ヤー ジー ワ ン ピー ス ニ ッ トジ ャー ジー ポ リエ ステ ル60%・ レー ヨ ン35%

ポ リウ レ タ ン5%

7900

2 カ シ ュ クー ル ドレス 織物 ポ リエステル100% 10600

3 コー デ ュロ イ ジ ャケ ッ ト コー デ ュ ロ イ 綿100% .・1!

4 フ リー ス ジ ャ ケ ッ ト フ リー ス ポ リエステル100% 5900

5 ブーツカ ッ トデニムパンツ デニム 綿95%・ ポ リウ レタ ン5% 3990

6 ス トレ ッチ ブー ツカ ソ トパ ン ツ コー デ ュ ロイ 綿95%・ ポ リウ レタ ン5% 3900

7 プ リー ツス カー ト 織物 ポ リエステル95%・ ポ リウ レタン5% x・11

8 フ リル ス カ ー ト コー デ ュ ロイ 綿95%・ ポ リウ レタ ン5% .'ll

9 ク ロ スネ ック トッ プ ニ ッ トジ ャ ー ジー レー ヨン95%・ ポ リ ウ レタ ン5% 2900

10 ハイネ ック トップ ニ ッ トジャ ー シー 綿50%・ レー ヨ ン50% 3900

11 フ リルブラ ウスA 織物 綿95%・ ポ リウ レタ ン5% 5900

12 フ リルブラ ウスB 織物 ポ リエステル95%・ ポ リウ レタン5% 5900
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3-2評 価項 目の選定

素材 における映像 イメー ジを調査す るための 「購入前のイメージ調査表」 と実物商品
　ラ

の評価 を調査す るための 「購入後の実物調査表」 に用い る評価項 目は、吉野 らの報告を

参照 して作成 した。 また、素材の評価項 目は、学生が 日常使用 し、理解で きる語 を20対

の形容詞 として選定 し、+3～-3の7段 階両極尺度で評定 に用いた。

3-3

調査時期

調査場所

調査対象

調査方法

調査の実施

平成19年10月

大手前短期大学の教室

大手前短期大学の女子学生1年 生及び2年 生140名

第1週 目は教室 においてイ ンターネッ トの通販サイ トにアクセス し、

調査対象者 に各衣服 を画面で提示 した。その映像 イメージか ら素材

を評定 させ、調査表に記入後回収 を行 った。次いでネ ッ ト利用実態

調査表の質問項 目に記入後 回収 を行った。

第2週 目は、同教室においてイ ンターネッ ト画面で提示 した実物の

衣服 を提供 した。調査対象者各 自が直接手に触れ、試着するなど吟

味 して、調査票 に記入後回収 した。

有効 サ ンプル数は118名(84.3%)で ある。なお有効サ ンプル数は 「ネ ッ ト利用実態

調査表」、「購入前の イメー ジ調査表」、「購入後の実物調査表」 の3枚 が同一人物である

ものを有効 とした数である。

3-4集 計及び分析

ネッ ト利用実態調査表 は、質問ごとに単純集計 とクロス集計 を行った。 イメージ調査

及び実物調査 は、各項 目の両極7段 階に+3～-3点 の得点 を与 えて集計 し、イメージ

調査の衣服、実物調査 の衣服別に評定平均値 を求め、評定平均値の差の検定 を行 った。

なお集計および分析はマ イクロソフ トエクセルとSPSS統 計 ソフ トを使用 し、度数分

布 とクロス集計及 びx2検 定 を行 った。

4.結 果及び考 察

4-1調 査対象者のプロフ ィール と通信販売利用実態調査結果

調査対象者のプロフィールを表2に 示す。

また、 日本通信販売協会の調査委員会が一般消費者 を対象 とした2006年 通信販売の情

報感度別利用経験率を図4に 示 し、今 回の結果 と比較す る。
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表2回 答者の プロフィール

Q1年 齢(人)
Q2専 門分 野 アt8歳 イ19歳 ウ20歳 総計
ア ファッション系 26 57 22 105

イ アートデザイン系 1 1 2

ウ 住環境系 1 1

オ ビジネズ実務系 3 3

力 食文化系 1 1

キ 製菓マネジメント 2 4 6

総計 26 64 28 118

質問 「あなたは衣服 に興味があ りますか」

表3に 示す ようにll8名 全員が衣服 に対 して興味があると答えてお り、女子学生に とっ

ての衣服の興味の有無は専門分野に関係な く持 っているようである。

表3「 衣服 に興味があ ります か」 × 「専門分野」

・味の有無

専門分野

興味がある

度数(%)

興味がない

度数(%)

合計

度数(%)

フ ァ ッシ ョ ン系 105(90%) o(o%) log(9a%)

アー トデザイン系 2(1.7%) oto%) 2{1.7%)

住環境系 1(0.8%) o(o%) 1(0.8%)

ビジネス実務系 3(2.5%) o{o%) 3(2.5%)

食文化系 a.(o.s%) o(o%) 1(0.8%)

製菓マネジメン ト系 6(5.1%) o{o%) 6(5.1%)

合計 118(100%) oto%) 118(100%)

質問 「あなたは 日頃か らインターネッ トを利用 しますか」

39%の 学生が 「よくする」で最 も多 く、次 いで34.7%が 「まあす る」で、 「する」 を

合わせ ると73.7%を 占める。 なお 「あ ま りしない」は23,7%、 「全 くしない」は2.5%と

なった。今 日の学生世代ではインターネ ットに対 して 日常的に使用 していることが伺 え

る。

しか し、質問 「衣服 をインターネ ッ トで購 入 した ことがあ りますか」 に対 し、 イン

ターネ ッ ト通販 を 「利用 したことがあ る」 と答えたの は33%、 「利用 したことがない」

と答 えたのは67%で あった。図4に 示す全国調査1)の 「利用 した経験がある」の93%

と比較する と、本学学生では少なかった。

次 いで 「あなたは 日頃か らインターネ ットを利用 しますか」 と 「インターネ ッ ト通販

で購入 したことがあ りますか」 をクロス集計 し、表4に まとめた。x2検 定の結果有意差

は認 められず インターネッ ト利用 とインターネッ ト通販利用 の関連 はないといえる。
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i■ 利用したmが ある 團 利用 した経験はない ロ無酪1

図4惰 報感度別 通信販発の利用経験率

表4イ ンターネットを利 用しますか ×インターネット通 販で購入 したことがあ りますか

Q4イ ンターネ ッ トの利 用(人)

Q5購 入経験 ア よくする イ まあする ウ あま りしない 工 全 くしない 総計

ア ある 22 11 6 39

イ ない 24 30 22 3 79

総計 46 41 28 3 118

x2=8.44～ 0.5%<x221.954

質問 「インターネッ トで購入 した理由(複 数回答)」

表5に 、質問 「インターネ ッ ト通販で買 った衣服 に満足 していますか」 の結果 は表6

に、質問 「不満の理由(複 数回答)」 の結果は表7に 示す。

表5に よると 「価格が手 ごろ」 と答 えたのは22.9%と 最 も多 く、「買い物 にいけないも

表5通 販を利用した理由(複数回答)

理由 度数(点) /点 頻度(%)

価格が手ごろ 19 22.9

買い物にいけないものでも手に入る 17 20.5

お店に行くのが面倒 11 13.3

ゆっくりと商品を選 べる 7 8.4

品質が良い 1 1.2

品揃えが豊富 6 7.2

見るのが楽しい 17 20.5

売っているお店がわからない 2 2.4

店員がわずらわしい 1 1.2

人にすすめられた 0 0

通販の商品がオシャレ 0 0

その他 2 2.4

合計 83 goo
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表6通 販で買った被服は満足しているか

満足度 度数(人) /人 頻度(%)

満足している 16 41.1

普通 18 as.1

不満 5 12.8

合計 39 100

表7不 満の理由(複数回答)

理由 度数(点) /点 頻度(%)

思ったデザインと違う 4 36.5

素材が悪い 2 18.1

思った色と違う 2 18.1

着心地が悪い 1 9.1

サイズが合わない 1 9.1

サービスが悪い 1 9.1

その他 0 0

合計 11 100

の で も手 に入 る」 「見 るの が楽 しい」 で 同 じ20 .5%と な ってい る。 また表6に よる と、 購

入 した 衣服 の満足 度 は 「満足 して い る」 が41.1%、 「普通 」 が46.1%、 「不 満 」 は12.8%

で 、不 満 が 少 ない 。 しか し不 満 の 理 由 を表7か らみ る と、 「思 っ た デザ イ ン と違 う」

36.5%、 次 いで 「素 材 が悪 い」 と 「思 った色 と違 う」 で、 各 々 同 じ18.1%と な って い る。

これ らの 理 由 は画面 で見 た外 観 イメ ー ジ と実 物 の 評価 の違 い を示 して い る。 「着心 地 」

や 「サ イズ」 な ど機 能性 の部分 は合 わせ て も18.2%と 低 い値 を示 して い る。

質問 「インターネ ット通販 で購入 した ことがない理 由(複 数回答)」

「今後の購入について」

「購入 しない理由」

表8の 通 り、 「実物 を触 れない」が26.9%と 最 も多 く、次いで 「試着で きない」が

26.0%、 「イメージと違 うかもしれない」25.0%と 、商品自体 に関することに不安 を持っ

ていることが伺える。反対 に購入方法な どに関 しての理 由は低い値 となっている。そ し

表8利 用したことがない理由(複数回答)

理由 度数(点) /点 頻度(%)

実物を触れない 56 26.9

商品説 明が聞けない 2 1

試着できない 54 26

価格が高い 0 0

購入方法がわかりにくい 17 8.2

お店での買い物が好き 18 8.7

イメージと違うかもしれない 52 25

必要を感じない 6 2.8

その他 3 1.4

合計 208 100
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表9今 後は購入したいか

今後の利用 度数(人) /人 頻度(%)

一度利用してみたい 26 32.5

利用したくない 21 26.3

わからない 33 41.2

合計 80 100

て、表9の 「今後の購入 について」で は 「わか らない」が41.2%、 「一度利用 してみた

い」が32.5%と なってお り、購入機会の可能性 は約7割 以上である ものの、「利用 した

くない」が26.3%と 約3割 を占めている。 これは前述の商品 自体へ の不安感が拭い きれ

ない ことが大 きな原因 と考 えられ、今後いかに して商品のイメージや試着の問題 を解決

で きるかが重要 になると思われる。

質問 「画面 の商品情報 で重要視 して見る項 目(複 数回答)」

表10と 図5の 通 り、「モデルが着用 した衣服 の写真」 は78.0%と 約8割 で重要視 して

いる。次いで 「価格」が68.6%、 「拡大写真」57.7%、 「カラー」56.8%と 続 いている。

最 も重要視 されていない項 目は 「洗濯方法」8.5%で 、女子学生が購入後 の手入れなど

に対す る関心が薄いことを裏付 けているようである。

表10画 面の商 品情報で重視してみる項 目(複数回答)

項 目 度数(点) /点 頻度(%) /人 頻度(%)

モデルが着用した衣服の写真 92 .; 78

拡大写真 68 14.6 57.7

商品の説明文 60 12.9 50.8

洗濯方法 10 2.2 8.5

カラー 67 14.4 56.8

素材名 32 6.9 27.1

サイズ表 54 11.7 45.8

価格 81 17.5 .:.

合計 1・1 100

0102030405060フ08090
%

図5画 面に掲載されている商品情報の見方
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質問 「画面に出て きた生地の名前が わか りますか」

表11の 通 り 「名前 も特徴 も知っている」 は僅かに5.9%で 、「生地の名前 は知 っている」

が最 も多 く67.8%と なっている。「どち らも知 らない」が26,3%と 衣服 に興味があると言

いなが ら、実は素材 につ いて は理解 や関心が低 い ようであ る。今 回の調査 対象者 は

「ファッシ ョン系」の学生が多 い ことか ら、教育面か らも素材理解 の重要性 を説いて行

くべ きである と強 く感 じるところである。 なお、表12の 通 り、学生の所属専門分野領域

と素材 の理解度についてはx2検 定 を行 った結果関連は認め られなかった。

表11画 面の生地の名前や特徴がわかりますか

(人) (%)

名前も特徴も知っている 7 5.9

名前 は知っている 80 67.8

どちらも知 らない 31 26.3

合計 118 100

表12特 に勉強している分野 × 画面の生地の名前や特徴がわかりますか

Q2特 に勉強している分野(人)
Q9 ア ファッションビジネスイ アー ト ウ 住環境 オ ビジネス実務 力 食文化 キ 製菓 総計
ア どちらも知 っている 5 2 7

イ 名前は知っている 73 1 t 1 4 80

ウ どちらも知らない 27 1 3 31

総計 105 2 1 3 1 6 118

xZ=19.4825～05%<xZ=:37156P<005

質問 「衣服 を買 うときに重視す る素材 イメージ(複 数回答)」

表13の 通 り、最 も重視 している項 目は 「着心地」69。5%、 「流行」68.7%と なってお

り、大差 はないものの実用面を重視 していることが伺 える。「安 っぽさ」 などで36.4%、

その他では多 くて10%台 であるなど、 ほとん ど重要視 されていない ことがわか る。すな

わち、素材イメージは 「着心地」 と 「流行」で大半を占めている といえるようである。

以上か ら、本学学生のインターネ ッ ト通販の利用状況は、通販協会の調査 による全世

代 の利用率 と比較 して経験 は少な く、イ ンターネ ッ トの利用率 との関連 は認め られな

かった。

また、通販の購入動機 は 「低価格」や 「見ている と楽 しい」 など、気軽 に利用で きる

ことを理由 としてあげてお り、商品の クオリティを求めていることでもないようである。

なお、購入後の商品へ の不満 は少なかったものの、不満の理由は 「デザイ ン」が主で、

機能性 などの理由は少な く、関心が薄いことを示 している。

購入経験が ない学生の、利用 しない理 由としては、実物 と画面イメージの違いへの不

安感が大 きく、その不安感を解消す る方法がない限 り、購入には踏み切 りに くい と考 え

られる。すなわち、気軽 に購入で きる価値観 を持つ学生 は、購入後 もほとん ど不満を感

じないが、その価値観 を持たない学生が購入 した場合、購入後の不満率はよ り多 く感 じ
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表13重 視する素材イメージ(複 数 回答)

素材 イメージ 度数(点) /点 頻度(%) /人 頻度(%)

厚さ 19 5.4 1s.1

コシ 2 0.6 0.2

カチッと 14 4 11.9

暖かさ 21 5.9 17.8

やわらかさ 8 2.3 0.7

重さ 6 1.7 0.5

伸縮性 8 2.3 0.7

透け感 15 4.2 12.7

ごわごわ 8 2.5 0.7

ちくちく 15 4.2 12.7

すべりやすさ 0 0 0

まとわりつき t 0.3 o.i

毛羽の有無 a 0 0

光沢の有無 0 0 0

肌触り 17 4.8 14.4

しわのつきやすさ 1 0.3 0.1

安っぽさ 43 12.1 36.4

流行 81 22.9 687

ゆとり 12 3.4 10

着心地 82 23.1 69.5

合計 354 100 /

ることが予想 される。従 って、学生世代におけるインターネ ット通販の利用率は、イン

ターネッ トの利用率が今後増えても増加するとは限らず、デザ インなどの イメー ジが よ

り正確 に伝達 されるような解 決策の有無 によって、今後変化する もの と思われ る。

3-3-2イ メージ調査 と実物調査の評価および評価のずれ

イ ンターネッ ト通販の画面上の衣服 と、その実物 に対する素材イメージの項 目別評定

平均値 を衣服 ごとに図6～ 図17に まとめた。ただ し衣服1を 図6に 、衣服12を 図17に 示

す。また素材イメージの項 目別評定平均値の差の検定 を行 った結果を表14-1と 表14-

2に 示す。

全体 としては衣服別 ・素材 イメージ項 目別の件定数240項 目中55%に あたる132項 目に

有意差が認 められ、素材評価のずれが画面上の衣服 と実物で生 じることがわかった。

項 目別にずれの大 きかった素材 イメージとしては 「厚い____.い」「やわ らかい一 かたい」

「流行 な一流行お くれな」が衣服12着 中10着 で、また 「コシのある一 コシのない」 では9

着で実物の方が、 よ り 「厚 く」感 じる半面 「や わらか く」 も感 じていた。若者に最 も関

心の深い 「流行」 に関 しては、衣服だけでな くコーディネイ ト演出な どの効果が有効に

働 いている と推測で きる。 「厚 さ」や 「コシ」 な ど、画面で イメージを伝 えに くい触感

項 目については、文章による尺度を設けるなど表示方法の改善を図 る必要があ ると考え

る。

一方、ずれの小 さい項 目としては 「まとわ りつ く一 まとわ りつかない」が最 も小 さく、

次 いで 「透ける一透 けない」 「ち くちくす る一 ちくち くしない」「しわがつ きやすい一 し
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素材イメージと実物の評価 衣服1図6

素材イメージと実物の評価 衣服2図7
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衣服3
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素材イメージと実物の評価 衣服4図9
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図10素 材イメージと実物の評価 衣服5
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素材イメージと実物の評価 衣服6図11
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図12素 材イメージと実物の評価 衣服7

図13素 材イメージと実物の評価 衣服8
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図14素 材イメージと実物の評価 衣服9

衣服10
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図15素 材イメージと実物の評価 衣服10
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図16素 材 イメージ と実物の評価 衣服11

図17素 材 イメ ージ と実物の評価 衣服12
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イ ン ター ネ ッ ト通 販 に お け る 衣服 の素 材 感 につ い て

表14-1t検 定:画面上の衣服と実物に対する評価平均値の差

衣服別

素材イメージの項 目 衣服1 衣服2 衣服3 衣服4 衣服5 衣服6

∫巳':し、H言 寛騨し、 一7 .69 *** 一5 .65 *** 一5 .56 *** 一5 .58 *** 一〇.37 一2 .34 *

コシのある ぐ一→ コシのない 一5 .70 *** 一〇.53 一2 .19 * 一4 .84 *** 一〇.74 一2 .97 **

カチッと した ぐ一一レ ラフな 一1
.57

一〇.47 一2 .12 * 一6 .06 *** 一1 .20 一〇.05

暖かい くトー一レ 寒 い 一一6
.23 *** 一3 .43 *** 一〇.87 一2 .63 ** 一〇.72 一1

.61

やわらかい ぐ一一一　 か たい 一2 .76 ** 一〇.57 一4 .56 *** 一7
.14 *** 一2 .27 * 一2 .80 **

敵い く一一→・ 軽い 一1 .26 一2 .87 ** 一4 .30 *** Il 一〇.90 一〇.zs

伸縮性がある← レ伸縮性がない 一〇.71 .: *** 一4 .71 *** 一1 .76 一1 .38
一5

.87 ***

透け る くトー→レ 透けない 一1
.59

一〇.so 一〇.97 一〇.81
一〇

.92
一〇.78

ごわごわするくトーレ ごわごわしない 一3 .55 *** :. 一2 .33 * 一2 .73 ** 一Q .25 一3 .24 **

ちくちくするぐ一一レ ちくちくしない 一z .oz * 一一〇
.46

一〇.13
一1

.16
一1

.ss * 一〇.2fi

すべ りやすい くトー1レ すべ りにくい 一〇.73 111 *** 一2
.20 * 一〇.42 一〇.53 一2 .50

まとわ りつくぐ一一→レ ま とわ りに くい 一2 .84 ** 一1
.73

一〇.03 一〇.02 '11 一1
.73

毛羽のあるH毛 羽のない 一〇
,85

一4 .20 *** 一1 .13 一3 .60 *** 一〇.99 一1 .59

光沢のある ← 〉 光沢のない 一1 .04 一2 .75 ** 一3 .57 *** 一2
.44 * 一〇.64 一d .53

肌触 りの良し尋一一レ 肌 触りの悪 し、 一2 .33 一4 .52 *** 一1
.40

一2 .96 ** 一〇.32 一1 .88

しわ が つ きや 「1'い ぐ 一iし4・ が つ きに くい 一2 .79 *宰 一1 .62 一1 .52 一4 .61 *** 一1 .35 ℃,82

安 っほい ぐ一Hレ 安っぼくない 一3 .37 *** 一3 .75 *** 一1 .97 * 一2
.68 ** 一1

.17
一2 .34 *

流行な4-一 レ 流行おくれな 一5 .53 *** 一3 .14 ** 一2 .35 * 一2 .90 ** 一1 .41 一2 .52 *

ゆとりのある ← レ ゆとりのない 一2
.19 * 一1 .27

一〇.66 一5 .90 *** 一4 .31 *** 一〇 .11

着心地の良い4-→ レ 着心地の悪い 一〇.zs 一t .06 一1 .93 一3 .74 *** 一3
.93 *** 一3 .79 ***

(表 の 数 値 はt値 を示 す)*P〈0.05**P〈0.01***P<0.001

表14-2 t検定:画 面上の衣服と実物 に対する評価平均値の差

衣服別

素材イメージの項 目 衣服7 衣服8 衣服9 衣服10 衣服11 衣服12

1ノ:い くトー→レ 薄い 一6 .04 *** 一5 .53 *** :.・ *** 一〇.99 一 〇
.i1

一6 .09 ***

コシの ある ぐ一一レ コシのない 一2 .58 ** 一4 .33 *** 一5 .83 *** 一4 .01 *** 一1
.51 .:. ***

カチッと したf-一 レ ラフな 一1
.15

一4 .69 *** 一6 .21 *** 一董.67
一〇.38 一6 .09 ***

暖かい くト→ 寒い 一5
.15 *** 一3 .62 *** 一8 .32 *** 一2 .69 ** 一1 .75 一5 .40 ***

や わらかい く一一レ かたい 一1 .35 一7 .35 *** 一5 .07 *** 一4 .93 *** 一3 .37 *** 一5 .37 ***

臣Rい ← 〉 軽い 一3
.26 ** 一4 .42 *** 一6 .76 *** 一〇.42 1.・

一3 .24 **

{申縮性がある← 一レ伸縮性がない 一4 .03 *** 一6 .51 *** 一2 .48 * 一〇.95
一2 .04 *** 一α77

透け る4-一 レ 透けない 一〇.31 一2 .92 ** 一2 .93 ** 一4 .32 *** 一〇.81 一3 .09 **

ごわごわするHレ ごわごわしない 一2 .25 * ,; *** .: *** 一〇.81 一〇.92 一〇.99

ちくちくす るぐ一一レ ちくちくしない 一〇.40
一〇.41 一6 .60 *** 一4 .53 *** 一〇.14

一1
.40

す べりやすい ぐ一一レ す べりにくい 一2
.75 ** 一3 .35 *** 一5 .23 *** 一2 .58 ** 一2

.84 ** 一2 .19 *

まとわ りっ くぐ一一レ まとわりにくい 一〇.18 一1 .78 1: 一2 .60 ** 一1 .25 一〇.51

毛羽のあるく一一レ 毛羽のない 一3 .45 *** 一2 .76 ** 一7
.12 *** 一2 .92 ** 一〇.24

一〇
.20

光沢のある ← レ 光沢のない 一2
.25 * 一6 .02 *** 一 〇

.17
一3 .97 *** 一3

.22 ** 一1 .96

肌触りの良い唖一→レ 肌触りの悪い 一2 .79 ** 一5 .03 *** 一3
.49 *** 一〇za 一〇.65 一1 .44

しわ が つ きぺ♪'1'い くト___Dレ しオ}がつ きに く い
一1

.10
一1

.33
一2 .28 * 一1

.09
一〇.42 一3 .82 ***

安 っほ'い く咀一一→〉 安っぽくない 一〇
.25

一1 .50 一1 .55 一3 .82 *** 一2 .73 ** 一〇,88

流行た くト→ 流行おくれな 一3 .31 *** 一2 .25 * 一a
.〉〉

一2 .44 * 一2
.31 * 一2 .53 *

ゆとりの ある ぐ一一→レ ゆ とりのない 一2 .90 ** 一2 .58 ** 一〇.21
一1 .75 一1

.52
一zzi *

着心地の良いf-一 レ 着心地の悪い 一3 .41 *** 一3 .42 *** 一2 .66 ** 一〇.07 一3 .03 ** 一〇84

(表 の 数値 はt値 を示 す)*P<0.05**P<0.01***P〈0.001
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わがつ きに くい」で、ほ とん どの衣服で一致 している。 これ らのずれの小 さい項 目は、

現実に着用 を繰 り返 してか らでない と、イメージとのずれを実感 しにくい項 目であるた

めと推測で きる。

衣服別で最 もずれの大 きかった衣服は 「衣服8フ リルスカー ト」で、実物の方が 「厚

く」 「コシがあって」「カチ ッとして」「「暖か く」 「重 く」「かた く」 「伸縮性が な く」「光

沢がな く」 「ごわ ごわして」 と評価 していた。つ ぎに、「衣服9カ ッ トソー」では実物の

方が 「薄 く」「コシがな く」 「ラフで」 「寒 く」 「軽 く」「ごわごわ しない」「ち くち くしな

い」「毛羽がない」 と評価 していた。

一方、ずれの最 も小 さい衣服 は 「衣服5デ ニムパ ンツ」 と 「衣服ユ1フリルブラウス」

で、「ゆ とり」 と 「着心地」で若干のずれはあるものの、ほ とんどの項 目で一致 してい

た。その他に も 「衣服3コ ーデュロイジャケ ッ ト」 と 「コ.__.デュロイパ ンッ」 もずれは

小 さかった。 これ らのずれが少ない素材 は、学生の所持率や 日常着用頻度が高い もので、

その素材に対する理解度 を既 に持 ち合 わせてい るため、画面で見て受 ける素材 イメージ

か ら実物の衣服 を自然 にイメージ しやすいため と推測で きる。

5.お わ りに

本学短期大学生 を対象 に したアンケー ト調査 を行い、その結果、学生 のインターネッ

トの活用実態が明 らかになった。 また映像 イメージと実物商品の評価が異なる素材感を

明 らかに し、その素材 感を含む商品特性か ら効果的な情報のあ り方 について考察 した。

今 日の学生世代 はインターネッ トを日常的に使用 しているが、 インターネ ッ ト通販を

利用 したことがある学生 は33%と 少 な く、利用 したことがない学生が67%を 占めていた。

イ ンターネ ッ ト通販 を利用 した ことが ある学生は、その理 由を 「価格 が手 ごろ」や

「見 るのが楽 しい」等 をあげ、購入 した衣服に満足 している特徴があ る。 また購入 した

衣服 に対す る不満が少 ないが、その不満理由 をみると、「思ったデザ インと違 う」、「素

材が悪い」、「思 った色 と違 う」な ど画面で見た外観 イメージ と実物の評価 にず れがあっ

た。

一方
、インターネ ッ ト通販を利用 した ことがない学生 は、その理由を 「実物 を触れな

い」が最 も多 く、ついで 「試着で きない」や 「イメージと違 うか もしれない」が続 き、

商品 自体 に不安 を持っている特徴があ る。 また今後、購入機会の可能性がない と答 えた

学生は約3割 を占めている。

以上か ら、 インターネ ット通販 において も、いかにして商品のイメージや試着の問題

を解決で きるかが重要であると考 えられる。

映像 イメー ジと実物商品の素材評価では、全体 として衣服別 ・素材 イメー ジ項 目別の

240項 目中55%に 有意差が認 め られた。つ ま り素材評価 のずれが画面上の衣服 と実物で
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生 じることがわかった。項 目別にずれの大 きかった素材 イメージは 「厚い一 薄い」、「や

わらかい一かたい」、「流行 な一流行お くれな」であった。イ ンターネッ ト通販では、画

面で素材 を表現する場合 に 「厚 さ」や 「コシ」な ど、画面でイメージを伝 えに くい触感

項 目の表示 について、文章で尺度 を設けるなど改善 を図る必要があると思われる。
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①
ら

通信販売科用実態調査表

この度、インターネット瀞澱職 の商品イメージについて磁 することにな1壕 した.以下・藻 にお萎えぎさ残

く 画答は1つ だけのものと臆 のものがあ参ますので注意してください)

QI年 齢 ア18歳 イ19歳 ウ20J..1-.

Q2所 属又は嚇

ア ファッション系 イ アー ト&デザイン系 ウ 住環境 ・建築 ・インテリア系

情報系 オ ビジネス実務系 力 食文化系 キ 製菓マネジメント系

Q3あ なたは衣鰹 こ鰹して興味がありますか

ア ある イ ない

Qaあ なたは日頃からインターネットを利用しますか

ア よくする イ まあする ウ あまりしない 全くしない

Q5衣 脹をインターネット通信販売で購入したことがありますか

ア ある 一一 レQ6ヘ イ ない →Q7へ

QGQ5で 「利用したYと がある」と答えた方に質周です

① 理由を3つ までチェックしてください

ア 価格が手頃 イ 買いに行けないものでも手に入る ウ お店に行くのが面倒

ゆっくりと商品を選ぺる 力 品質が良い キ 品揃えが豊冨 ク 児るのが楽しい

売っているお店がわからない シ 店員がわずらわしい セ 人にすすめられた

セ 通販の商品がオシャレ ソ その他(

② 通販で買った被服は演足していますか

ア 満足している イ 普通 ウ 不満である

1
不満の理由はなんですか

ア 思ったデザインと違う イ 素材が悪い ウ

オ 悪いサイズが合わない カ サービスが悪い

ドつ

く

違

蜘

饅

励

わ

欲

そ

く

思

キ

qτq6でf利 聚したことがない」と答えた方に質潮です

n理 白にGを つけてください{3つ まで}

ア 実物を触れない イ 商品説明が聞けない ウ 試普できない 価絡が高い

オ 購入方法がわかりにくい カ お店での買い物が好き キ イメージと違うかもしれない

ク 必要を感じない ケ その他

② これから購入したいと思いますか

ア ー・・'度利用してみたい イ 利用したくない ウ

盤.塾、ら囎 俵のアンケートに麗しての質閣です{

薦面に出ていた商朧 のうち、盤 視して見る項目はどれですカ㌔ 見るものすべてに○をして下さい

ア モデルが着帰 した衣級の写真 イ 拡大写真 ウ 商品の説明文

洗瀬方法 オ カラー カ 素材名(生 地名、糸㈱1、細成など)キ サイズ表

ク 価格

画面に出てきた生地の名前がわかりますか

ア 生地の名前も特徴も知っている イ 生地の名前`蜘 っている ウ 生地の名前を知らない

Qioあ なたが衣嚴を買うときに重視する素材イメージを別表から上位3っ 選んで詑号を記入してください

第1イ5と 第2イ立 第3{立:

聖1

旨
如



①
切

イメージ調査 一
イ ンターネ ッ ト通販で販売されている12着 の衣服 について、サイ トに出てい る画面を見て くだ さい。

自分が買 う気持ちになって しっか りと衣服の写真や記述を見て感 じたイ メージを数字で記入 して ください。

数字 は左か ら3・2・1・0・-1・-2・-3で0は どちらでもない

衣服No

素 材 イ メ ー ジ

3.2.1.0・-1・-2・-3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ア 厚い 薄いH

イ コシのある コシのない榊

ウ カチッとした ラフなH

工 暖かい ぐ_→ レ 寒い

オ やわらかい ← レ かたい

カ 重いt-→ レ 軽い

キ 伸縮性がある ぐ_一一　 伸縮性がない

ク 透ける ぐ一一レ 透けない

ケ ごわごわする くトー一　 ごわごわしない

コ ちくちくする くトーレ ちくちくしない

サ すべりやすいf-→ レ すべりにくい

シ まとわりつく ← レ まとわりにくい

ス 毛羽のある ぐ一一レ 毛羽のない

セ 光沢のある(H光 沢のない

ソ 肌触りの良い ← レ 朋触りの悪い

タ しわがつきやすい← レ しわがつきにくい

チ 安っぽい ぐ一一レ 安っぽくない

ツ H流行な 流行おくれな

テ Hゆとりのある ゆとりのない

ト
榊着心地の良い 着心地の悪い

或

マ
樽
r

樋

託

プ
臨

鐸

π
雛

耳

か

針
類

㊦

測

母

熱

π

o

ぐ
・



ま

禦物調査
,,・,_

映像 と同 じ衣服 の実物を、自分が買った気持ちになって、 しっか りと見た り触 った りしなが ら然 じたことを、素材イメージごとに数字で記入 してくだ さい。

数宇は左か ら3・2・1・0・-1・-2・-3で0は どちらで もない

＼ 棚艮N・
＼ 、

素 材 イ メ ー ジ

3.2.1・U・-1・-Z・-3

z 2 3 4 5 6 7 8 9 xo 11 12

ア 薄い厚い 峰 一→レ

イ コシのないコシのある ⑭

ウ カチッとした.鴫_紗 ラフな

工 暖かい 軸 寒い

オ やわらかい 婚幽 かたい

カ 重い 叫一_ト 軽い

キ 伸縮性がある ・叶一→ レ 伸縮性がない

ク 透けるQ← 一や・ 透けない

ケ ごわごわする 呼一一》 ごわごわしない

コ ちくちくする 鴫一一や ちくちくしない

サ すべりやすい 唖 一一抄 すべりにくい

シ まとわりつく 唱一 渉 まとわりにくい

ス 毛羽のある 紳 毛羽のない

セ 光沢のある 脅→ 》 光沢のない

ソ 朋触りの良い 畷→ 肌触りの悪い

タ しわがっきやすい蜥 →〉 しわがつきにくい

チ 安っ}勲・ 《ト→'安 っぽくない

一 .「

ツ 流桁な 軸 齢 おくれな ■

一

テ
鳥を一 》ゆとりのある ゆとりのない ・

一 一

L 軸静心地の良い 著心地の悪い
一 一

晋
爾
澄
汁
態
皐
識
淋
翔

藩
じ。刈
畑


